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正型モット検出器で行った｡ Ni(100)周辺近傍, (013),及び (112)面でそれぞれ



















バルク金属内では,結晶場効果 (立方結晶では,eg一 軌道とt2g一軌道の分離 畑
電子のホッピング項より充分小さい｡しかし表面では電荷分布の対称性の破れが大きく
5個の3d一軌道に対するポテンシャルの違いは大きいであろう｡例えばNiの (001)






なり得るとした｡彼らはまたこのNi(001)表面上では 3d のホール数が 1原子当り
0.1-0.2と見積った｡具体的な数値に関しては問題が残るとしても,以下の結論は定
性的に妥当と考えられる｡即ち,このNi表面では3d- ホールの数はバルクのそれよ
















































磁 性 体 の界 面 とス ピ ン波
神戸大 ･理 利 根 川 孝
図1に示すような (100)面を界面として按している休心立方強磁性体と体心立方反
強磁性体とを考える｡強磁性領域及び反強磁性領域の界面に平行な面の番号を界面から
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